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◎吉越 利明　 ○髙橋 達幸
(委員は議長を除く全議員）

予算決算　常任委員会

総務文教　常任委員会

西澤 一彦

吉越 利明

佐藤 正夫

○荻原 章一

上松 永林松本 淳一
（議長はオブザーバー）

産業民生　常任委員会

髙橋 春三

山﨑 一郎

◎髙澤富士子◎常田 徳子 ○小林喜美治 山崎 武雄

髙橋 達幸

議会の新しい構成議会の新しい構成議会の新しい構成

岳北広域行政組合議会議員
（飯山市議会選出）

山崎 武雄　 常田 徳子 　吉越 利明　松本 淳一
渋川 芳三　小林喜美治　岸田 眞紀　上松 永林

北信広域連合議会議員
（飯山市議会選出）

髙橋 達幸　髙澤富士子　佐藤 正夫
岸田 眞紀　　上松 永林

◎委員長〇副委員長

◎佐藤 正夫　○吉越 利明　山崎 武雄
　  西澤 一彦　  渋川 芳三　小林喜美治

議会運営　委員会

12
月
定
例
会
概
要

渋川 芳三 岸田 眞紀

村松 正勝

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　

私
は
昨
年
12
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
職

責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

城
北
小
学
校
で
は
、
プ
ー
ル
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
は
残
し
て
お
り
ま
す
が
、

開
校
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
城
南
中
学
校
区
に
お
い
て
も

統
合
小
学
校
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

向
け
た
準
備
や
、市
街
地
の
雨
水
排
水
対

策
事
業
等
の
大
型
事
業
が
控
え
て
お
り

ま
す
。

　
世
界
中
に
拡
大
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

と
と
も
に
日
本
中
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
対

応
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
と
そ
の
周
辺
で
は
外
資
系

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
大
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の

波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の

動
向
を
把
握
し
つ
つ
、
地
域
と
し
て
の
戦

略
を
立
て
、
準
備
を
整
え
地
域
と
事
業

者
の
共
存
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
厳
し
さ
を

増
す
財
政
状
況
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
の
生
命
や
生
活
、
事
業
者

の
皆
様
の
活
動
を
守
る
た
め
、
様
々
な
課

題
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ　
　
議
長　
上
松　
永
林

誰
も
が
わ
か
る
議
会
を
め
ざ
し
て

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
で
の
議
会
構
成
再
編
に
あ

た
り
再
度
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

渋
川
前
議
長
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
二
年

間
、
副
議
長
と
し
て
経
験
し
た
こ
と
や
、

北
信
越
市
議
会
議
長
会
、
長
野
県
市
議

会
議
長
会
、
北
信
３
市
議
長
会
、
岳
北

４
市
村
議
長
会
な
ど
の
会
議
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
議
長
・
副
議
長
と
の

交
流
を
糧
に
、
上
松
議
長
を
補
佐
し
て

市
政
発
展
と
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
議
員
報
酬
、
議

員
定
数
、
ま
た
今
、
地
方
の
市
町
村
議

会
で
は
、
時
代
の
変
革
と
と
も
に
議
会
改

革
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
な

ど
の
諸
問
題
を
、私
が
委
員
長
と
な
る
議

会
課
題
等
検
討
特
別
委
員
会
で
議
論
し
、

市
民
の
方
か
ら
見
て
わ
か
り
や
す
い
議
会

を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
飯
山

市
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
穏
や
か
な
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
を
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
12
月
定
例
会
は
４
年
任

期
の
中
間
点
に
あ
た
り
、
12
月
２

日
の
招
集
日
に
議
会
の
構
成
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
議
会
構
成

は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ　
　
副
議
長　
岸
田　
眞
紀

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
12
月
23
日
ま

で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
補

正
予
算
案
や
条
例
案
お
よ
び
人
事
案
あ
わ
せ
て
24

件
の
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
最
終
日
の
本

会
議
に
お
い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、「
議
案
第
１
１
０
号
飯
山
市
組
織

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。「
議
案
第
１
１
１
号
飯
山
市
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
」
に

つ
い
て
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
か
ら
継
続
審

査
の
申
出
が
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
可
決
・

承
認
・
同
意
さ
れ
、
請
願
に
つ
い
て
は
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
る
え
ん
罪
被
害
者
の

速
や
か
な
救
済
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
、

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
、
関
係
行
政

庁
あ
て
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

◆飯山市議会本会議の
　動画を配信しています◆

■視聴方法
　〇飯山市議会ホームページ　
　　　本会議動画配信ページ
　〇YouTube
　　　「飯山市議会」チャンネル

こちらの二次元コードから
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状
況
に
応
じ
て
組
織
を
作
る
こ
と

も
可
能
だ
が
、
事
前
に
専
門
の
組
織
や

部
長
を
配
置
し
て
お
く
こ
と
が
良
い
と

考
え
る
の
で
、
危
機
管
理
部
長
の
も
と

危
機
管
理
部
を
設
置
し
た
い
。

　
　
防
災
と
い
う
点
で
、
災
害
が
起
き

る
前
の
事
前
準
備
に
は
、
上
で
指
示
を

出
す
人
間
で
は
な
く
、
実
際
に
動
く
こ

と
の
で
き
る
専
門
の
担
当
者
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

　
　

伝
達
系
統
を
明
確
に
す
る
た
め
、

部
長
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

発
達
に
関
わ
る
重
要
な
部
分
。
今
後

も
物
価
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

栄
養
士
等
現
場
の
声
を
よ
く
聞
き
、

必
要
に
応
じ
た
予
算
措
置
を
。

　
　

今
後
も
引
き
続
き
学
校
と
連
携

し
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
等
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

【補正予算案１０件】
◇令和６年度飯山市一般会計２件 ･各特別会計５件　
上水道事業会計補正予算１件 ･下水道事業会計２件
【条例案７件】
◇飯山市組織条例の一部を改正する条例
◇一般職の職員の退職手当に関する条例の一部を改
　正する条例
◇飯山市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正す
　る条例
◇飯山市湯滝温泉条例の一部を改正する条例
◇飯山市水道事業及び下水道事業の設置等に関する
　条例の一部を改正する条例
◇飯山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
　する条例の一部を改正する条例
◇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
　る条例

【事件案５件】
◇議決事項の変更について
◇市道路線の認定について
◇市道路線の変更について
◇専決処分事項の承認を求めることについて　　　　
　【令和６年度飯山市一般会計補正予算（第６号）】
◇工事請負契約の締結について
【人事案１件】
◇監査委員の選任に関する同意を求めることについて
【請願１件】
◇刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救
　済を求める意見書提出についての請願
【意見書１件】
◇刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救
　済を求める意見書

 ◆　令和６年１２月定例会で審議された議案等　◆

　

議
案
番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆきつ
ばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議
決
結
果　

髙
橋
達
幸

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

髙
澤
富
士
子

岸
田
眞
紀

吉
越
利
明

荻
原
章
一

小
林
喜
美
治

松
本
淳
一

山
崎
武
雄

髙
橋
春
三

村
松
正
勝

常
田
徳
子

佐
藤
正
夫

渋
川
芳
三

上
松
永
林

議案等名 会議の
種類

110 飯山市組織条例の一部を改正する条例

委員会
※　原案についての賛否

否決
－ ● － 長 － ● ○ － ○ ● － － － ● － 議

長

本会議
※　委員長報告（原案否決）についての賛否

否決
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ 議

長

111
飯山市一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の継続審査の
申出について

本会議
※　継続審査とすることについての賛否

継続審査
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長

会派名
・
議員名議 案 等 名

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

◎賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
案
第
１
０
６
号　
令
和
６
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

◎
企
画
財
政
課

　
　
【
企
画
事
務
費
】
３
月
に
開
催
を
計

画
し
て
い
る
、
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開

業
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
。

　
　

飯
山
駅
開
業
10
周
年
を
迎
え
る

節
目
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
駅
の
利

用
者
増
加
を
目
指
し
た
い
。

　
　

同
時
期
に
開
業
し
た
他
の
駅
の

10
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
は
あ
る
か
。

　
　
上
越
妙
高
駅
と
糸
魚
川
駅
で
計
画

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
信
越
自
然
郷
の
他
市
町
村
と
連
携

し
て
開
催
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
。

　
　
関
係
者
に
依
頼
し
、
広
く
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

◎
保
健
福
祉
課

　
　
【
高
齢
者
冬
期
共
同
住
宅
事
業
】

委
託
料
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
仕
事
を
ど

こ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

　
　

入
居
者
の
朝
夕
の
食
事
の
作
成

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し

て
い
ま
す
。

　
　
【
後
期
高
齢
者
医
療
市
町
村
負
担

事
業
】人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
を
受
け
る

に
は
、
市
役
所
へ
の
申
請
が
必
要
か
。

　　

飯
山
赤
十
字
病
院
、
北
信
総
合

病
院
、
み
ゆ
き
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
申

請
不
要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
病
院
は
、

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
後
に
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
に
は
、
人
間
ド
ッ

ク
の
領
収
書
と
結
果
表
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
農
林
課

　
　
【
農
業
振
興
対
策
事
業
】
き
の
こ

培
地
資
材
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業

の
補
助
金
交
付
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
た
か
。

　　

市
で
は
Ｊ
Ａ
系
統
外
の
き
の
こ

農
家
へ
支
援
、
Ｊ
Ａ
系
統
の
農
家
へ

は
Ｊ
Ａ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
円
滑
に
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

◎
移
住
定
住
推
進
課

　
　
【
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
】
補

正
額
１
２
０
万
円
を
含
め
た
総
額

３
０
０
万
円
の
予
算
の
、
根
拠
と
な

る
申
請
件
数
は
。

　
　

補
助
金
額
30
万
円
の
対
象
と
な

る
30
代
の
世
帯
が
２
組
、
60
万
円
の

対
象
と
な
る
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下

の
世
帯
が
４
組
で
す
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
】

学
校
給
食
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や

答

問

問答

問

答

答

問

問答

◎
商
工
観
光
課

　
　
湯
滝
温
泉
の
利
用
料
金
の
値
上
げ

に
つ
い
て
、
近
隣
の
同
様
の
施
設
と
均

衡
が
と
れ
た
金
額
に
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
湯
滝
温
泉
設
置
の
目
的
に
、
住
民

福
祉
と
し
て
の
考
え
が
あ
る
の
で
、
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
湯
滝
温
泉
の
利
用
時
間
が
、
午
後

10
時
か
ら
９
時
に
変
更
に
な
る
が
退
館

時
間
は
何
時
に
な
る
か
。

　
　
午
後
９
時
が
退
館
時
間
と
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、30
分
前
に
は
入
館
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
案
第
１
１
４
号　
飯
山
市
湯
滝
温

泉
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

産
業
民
生
常
任
委
員
会

答 問問 答

◎
企
画
財
政
課

　
　
部
を
増
や
す
と
い
う
案
は
令
和
６

年
３
月
議
会
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。
今

回
も
部
課
長
の
総
数
は
そ
の
ま
ま
だ
と

聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　
組
織
条
例
を
改
正
し
、
部
長
を
増

や
し
効
率
的
な
体
制
の
も
と
、
政
策
や

意
思
決
定
の
迅
速
化
、
専
門
性
の
向
上

を
図
り
た
い
。

　
　
こ
の
地
域
で
は
、
観
光
と
農
業
が

連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
現
在
の
経

済
部
が
そ
れ
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

商
工
観
光
部
と
農
林
部
に
分
け
、
観
光

と
農
業
を
離
し
て
し
ま
う
こ
と
で
地
域

の
発
展
は
見
込
め
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

組
織
の
縦
割
り
の
弊
害
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　
観
光
と
農
業
は
連
携
し
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
専
門
性
を
掲
げ
る

こ
と
で
対
応
で
き
る
。

　
　
総
務
部
長
の
業
務
が
多
い
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、
災
害
時
に
は
ト
ッ
プ

に
市
長
、
副
市
長
が
市
長
部
局
、
教
育

長
が
教
育
委
員
会
の
所
管
を
束
ね
、
そ

の
下
に
部
長
が
つ
く
と
い
う
形
で
は
だ

め
な
の
か
。

議
案
１
１
０
号　
飯
山
市
組
織
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
条
例

総
務
文
教
常
任
委
員
会

答 問問 答問

答 問

議
案
第
１
２
０
号　
令
和
６
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

◎
総
務
課

　
　
飯
山
駅
前
ホ
テ
ル
の
裁
判
費
用
に

係
る
債
務
負
担
行
為
の
期
間
に
つ
い
て
、

事
件
が
完
結
す
る
日
ま
で
と
は
い
つ
を

指
す
か
。

　
　
第
１
審
に
か
か
る
部
分
で
す
。

　
　
裁
判
の
着
手
金
等
の
内
訳
は
。

　
　
着
手
金
と
し
て
３
４
６
万
４
８
９

５
円
、そ
の
他
経
費
の
実
費
額
が
概
算
で

30
万
円
、合
計
３
７
６
万
５
千
円
で
す
。

　
　
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
の
弁
護
士

費
用
の
支
払
い
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　

裁
判
が
決
着
し
、
損
害
賠
償
金

額
が
確
定
し
た
場
合
、
報
酬
基
準
に

よ
る
弁
護
士
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

和
解
の
場
合
は
和
解
金
額
に
応
じ
て

弁
護
士
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

　

第
１
審
で
決
着
せ
ず
訴
訟
が
続
く

場
合
、
同
様
に
債
務
負
担
行
為
の
設

定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
も
し
飯
山

市
が
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
は
、
議

会
の
承
認
が
必
要
で
す
。

常
任
委
員
会
議
案
審
査

　
委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び

　
意
見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て

　
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問問

問答

答答答

答

問

問 答答 問

【議案第111号　飯山市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について】
制度の内容や運用事例、課題等について、引き続き調査および審査が必要との理由により、総務文教常任委員長
から継続審査の申出があり、本会議において可決されました。本議案については、今後継続して審査を行います。


